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プラズマ中でクーロン結晶が観測されたことを契
機に、実験室での微粒子プラズマ研究が盛んに行わ
れるようになった。これまで，プラズマ中での微粒
子の成 過程，固体物性との比 ，イオン流との相
互作用によるウェイクポテンシャルの形成，ダスト
格子波やダストイオン波などの様々な波動現象，磁
界との相互作用，微少重力下での構造形成など，数
多くの研究が行われてきている．関連分野も，工業
的応用から，宇宙物理，さらに核融合研究まで多岐
に渡っている．
名古屋大学工学研究科 村研究室においては，当

初よりプラズマ中帯 微粒子群の動的挙動に注目し，
低ガス圧放 プラズマを用いて研究を行ってきた．
これまでの研究において，（１）帯 の 延効果に
よる微粒子群の不安定振動現象，（２）１次元クー
ロン結晶中を伝搬するダスト格子波の横波の観測，
（３）イオンシース中に捕捉された帯 微粒子のパ
ラメトリック不安定性などに関する成果が得られて
いる．
図１は，低ガス圧放 プラズマに 置された閉じ

込め 極上方のイオンシース中に捕捉された微粒子
群の写真を示している．ガス圧を低下させると図

1(c)の様な鉛直方向の自励振動が観測される．この
自励振動は，微粒子帯 の 延効果により説明でき
ることが数値 析により明らかになった．
図２は，一次元微粒子列中を伝搬するダスト格子

波の横波の観測例を示している．波の伝搬方向と波
の位相変化の観測より，この格子波は後進波として
伝搬していることが分かる．
　本講演では，これら微粒子群の動的挙動に関する
研究結果の概要について報告する予定である．
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図 1　捕捉された典型的なクーロン結晶

(a)：上面からの画像、(b)：側面からの画像

(c)：自励振動が発生した場合の画像（１秒間積分）
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図 2　1 次元微粒子列中を伝搬する格子波:(a)微粒子列の画

像（側面）、(b)振動の時間発展

（点線は振動の波頭を結んだものである。）
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